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３ 論文の構成  
   本論文は 7章構成となっている。第 1章は序論であり，本論文の位置づけを述べている。
第 2 章においては，リアルタイムバイタルセンシングシステムを実現するために提案して
いる Image-Assisted Routing (IAR) を構成する基本要素である画像情報に基づく物体検出






その評価を行っている。最後に，第 7 章で結論および今後の展望を述べている。 
 
４ 論文の概要 
   Informed-Filters による色特徴のみを用いた特徴プールの設計，ブースティングによる識
別器の構築，スライディングウィンドウに基づく全探索による検出を組み合わせることによ














                       
５ 論文の特質 

































ェンスを効果的に削減する実装を GPU上で行うことにより，2560 × 1532 画素という大き
な解像度を持つ画像に対しても，NVIDIA GTX980Tiを用いた場合に約 95 fps という非常に
高速な処理を達成することができている。また，組込みボードである NVIDIA Xavierに搭載

































CasNet を含め，一部の成果については，IEEE Systems, Man, and Cybernetics ソサイエ
ティのトップカンファレンスである IEEE SMC に採択されており，こちらも高い評価を受け
ていることは間違いない。他にも，本論文を構成する研究成果は学術論文誌や国際会議論文
等多数の査読付き論文に採択されており，結果として NICTからの委託研究である「未来を
創る新たなネットワーク基盤技術に関する研究開発」の遂行にも大きく貢献している。以上
のことから，本学位請求論文は極めて優秀な論文であると言える。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，理工学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたもので
あり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格し
たので，博士（理学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以 上 
 
